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はじめに 
私たちは力を出すときに意識的にも無意識に
も声を出すことが多い.声を出した方が力が入り
運動しやすいと経験的に感じているからである.
この声を出す方が運動能力をあげることは,科学
的に意味があることなのだろうか.この課題では,
橋爪ら(1994)は剣道において,村川ら(2007)は投
擲時において,大森(2005)は膝関節伸展において,
有発声が有効に働くことを報告している.村川ら
は,「発声は,力の発揮を主体として遂行される身
体活動やスポーツを有利に遂行するための手段
の一つである」とまで言及している. 
発声つまり「掛け声」の方法や種類については,
河合ら(1991)が発声の中でも｢自発的な掛け声｣が
有効であることを示しているが,藤野ら(2007)は,
発声の声の高さ,力,速さ,韻律,タイミングなどと
競技(運動)特性との関連性について検討する必要
があることを指摘している. 
我々は,これらの研究から,運動能力に発声が関
与することは疑いがないと確信した.しかし,これ
らの研究はすべて運動の熟練した成人を対象に
したものであった.ケガや障害の理学療法で考え
るには,学習中または発達期のように完成熟練途
中でも発声が運動能力に有効であることを確か
めなくてはならないと考えた. 
そこで,本実験では,運動や検査目的が理解され施
行できるが,まだ発達期で十分身体および身体運
動が完成されていない小学生を対象に,「運動能力
に発声が有効かどうか」を検討した. 
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方法 
今回の実験では,村上市立岩船小学校の小学生
35 名（10 歳,男 16 名,女 19 名）を対象とした.測
定は,握力,投てき,垂直跳びの3種目を選んだ.選ん
だ根拠は,それぞれの運動時に使用する筋の違い
と,生得的/後天的という運動獲得の違いを考慮し
たからであった.握力,投てきはスポーツテストの
方法で計測をし,垂直跳びは跳躍時の手の位置で
の計測を行った. 
施行手順は,握力と垂直跳びは,無声（声を出さ
ずに行う）,母音「い」発声,母音「え」発声の 3
回,投てきは,無声と自由な母音の 2 回を,それぞれ
測定した.母音は基本的に大声を出すように叫ん
でもらった.測定する順序はランダムにし,また,疲
労の影響がないように数分間休んでから次の測
定を行ってもらった. 
発声は,意味を考えず発声に集中しやすいよう
母音１音発声とした.母音を用いることにした理
由は,母音は声帯を振動させもっとも自己感覚を
刺激する音であること,特に日本語では,「ん」以
外のすべての音節に母音が入っていて母音が日
本語音の基本であることからである.５母音のど
の音が適切かについては,パイロット測定によっ
て有効だった「え」と「い」を選択した. 
先行研究では声のタイミングや発声の長さ,高
さなども議論しているが,小児の場合細かく指示
をすると混乱する可能性がある.そこで母音の指
示はしたが,自然にやってもらうことを優先し,細
かい指示はせずに発声は自由にやってもらった. 
 
結果 
握力,投てき,垂直跳びすべてにおいて,無声の時
よりも運動能力に良い結果がでた.握力では,無声
（14.3±2.74kg）,「い」発声時（14.8±2.52kg）,
「え」発声時（14.7±2.85kg）であった（図 1）.
垂直跳びでは,無声（196.1±9.95cm）,「い」発声
時（196.7±10.14 cm）,「え」発声時（197.1±9.92 
cm）であった（図 2）.投てきでは,無声（1459±
715.92 cm）,自由母音発声時（1561±667.47 cm）
であった（図 3）.どの種目も無声に比べ発声時に
運動能力の有意性が確認された（Ｐ<0.001）. 
 
 
図１.握力の計測結果の平均値 
 
 
図２．垂直跳びの計測結果の平均値 
 
 
図３.遠投の計測結果の平均値 
 
考察 
我々は,発達期の学童児でも,先行研究で示され
ている発声が運動能力に有効であるかどうかを
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実験した. 
結果は,上肢運動である握力や投てきも,下肢運
動である垂直飛びも,生得的運動である握力も,後
天的運動である投てきや垂直跳びも,発声時には
無声時より高い結果が出た. 
このことより,発声が運動能力に有効であるこ
とは,成人ばかりか発達期児童においても事実で
あることが確認された. 
 
表１.日本語五母音の要素特徴（道関,2004） 
 
なぜ,肢体運動と関係の無い発声運動が有効に
作用するのだろうか.一つは,今回用いた母音「い」
や「え」は,表１のように日本語の五母音の中でも
緊張の高い音とされている（道関,2004）ことが
考えられた.この母音の強い緊張性が運動能力に
プラス作用したと思われた.すなわち,今回検討し
た運動の瞬発性の発揮に,「い」や「え」のような
緊張発声が合致したのではないかということで
ある.次に,藤野ら(2007)のアンケート結果でも多
かった,「力が出しやすい,タイミングが合わせや
すい,気持ちが高まる」なども大きな要因になって
いたと思われた.特に,今回は対象が児童だったこ
ともあり,大声の発声が運動生起の気持ちの高揚
や意欲に,発声の維持が運動持続に,大きく働いて
いたことを確認した. 
ところで今後は,高齢者の状況も調べていく必
要があるだろう.高齢者や体力低下した障害者の
場合は,緊張性でない他の母音の可能性について
も詳しく調べるべきだと思われる. 
いずれにせよ,私たちが学ぶ理学療法の中で,こ
の結果をどのように活用していくかを考えて行
きたい. 
 
まとめ 
小学生 35 名の協力のもと,｢声を出すことによ
って運動能力の大きさは変化するか｣についての
実験を行った.実験内容は握力,投てき,垂直跳びの
三種類を行った.結果としては発達期の児童であ
っても,声を出したときは出さないときよりも記
録が伸びることがわかった. 
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